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〜偉人の言葉〜 

自分の使っている言葉が、自分の人生を

支配する 

 

佐藤富雄 

 

球陽高校生物部が挑む、チンパンジーの飼育環境改善 

 

球陽高校生物部の学生たちが、今、挑戦的な試みに取

り組んでいます。彼らのチンパンジー研究班が進行中

のプロジェクトは、沖縄こどもの国で飼育されている

チンパンジーの飼育環境を向上させることを目指し

ています。この目的を達成するために、彼らは「 環境

エンリッチメント」という概念を導入し、効果検証ま

でを行っています。また、その成果を学会やコンテス

トで発表し、すでに数々の賞を受賞しています。彼ら

の活動は、動物と人間の新たな関係を模索する一環で

あり、彼らの研究により、我々は動物とどう向き合う

べきか再考する機会を得ています。 

 

沖縄こどもの国との共同研究  エンリッチメント開発と効果  チンパンジー研究の継続 

 

 

 

 

 

沖縄こどもの国との共同研究を通

じて、球陽高校生物部の生徒たち

はチンパンジーの飼育環境を詳細

に観察し、改善点を見つけ出して

います。チンパンジーの行動や反

応から、彼らの環境がどのように

改善できるかを探るという実地の

研究により、生徒たちは実際のフ

ィールドでの研究の難しさと、そ

れがもたらす価値を体験していま

す。 

 球陽高校生物部チンパンジー研

究班は、 環境エンリッチメント」

の開発に注力しています。これ

は、動物の飼育環境を充実させ、

行動的、心理的な健康を促進する

試みです。彼らは様々なアイデア

を試し、それぞれの効果を丁寧に

検証しています。効果が確認され

たものは、沖縄こどもの国のチン

パンジーたちのために実際に導

入されています。 

 チンパンジーの研究を引き継い

でくれる生徒を募集していま

す！動物園で私達を楽しませて

くれる動物たちの健康と福祉を

目指して、ともに研究しましょ

う！動物が好き、動物福祉に興味

がある、動物の研究がしてみたい

人は顧問の中村元紀先生に声か

けて下さい。 



 

 

 


